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はじめに 


このたびは、 NEC の Express 5800シリーズサーバ•ワークスてーシヨンをお買い求めいただき、 
まことにありがとうございます。 

Express 5800シリーズサーバ-ワークステーシヨンに添がされている 「Global Array Manager 」 
は、本体が持つ機能をさらに拡張しクライアントサーバシステムでの信頼性を強化するものです。 

本書では、 Express 5800シリーズにおける Mylex ディスクアレイコント□-ラを 0 S 上で管理•保 
守する Global Array Manager について説明します。 

Global Array Manager の機能概要を知りたいときにご利用ください。インストールについては、 
ユーザーズガイド、またはオンラインド羊ュメントを参照してください。 

本書での内容は 、 Windows 2000や Windows NT、Windows 95/98/ Me の機能や操作方まにつ 
いて十分に理解されている方を対象に説明しています 。 Windows 2000や Windows NT 、 Win ¬ 
dows 95/98/ Me に関する操作や不明点については、を OS のオンラインヘルプなどを参照してく 
ださい。 


国 
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• 本体添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 と書かれた CD - ROM のディレクトリ 
「 ¥ ESMPRO ¥ JP ¥ l 386¥ GAM 2 j にある「 readme . txt 」 には、本書やオンラインヘルプに記載されて 
いない追加情報や最新情報が記載されています。 

• Global Array Manager を使用する際は、ディスクアレイコントローラのマニュアルもご覧くださし、。 


オプションのディスクアレイコント□ーラを使用しているときは、ディスクアレイコント□ーラに 
添がされている説明書もご覧ください。また、ディスクアレイコント□ーラに添付されている Glo ¬ 
bal Array Manager を使用するときは、 オプションボードに添がされているマニュアル類(セット 
アップカード、セットアップ補足手順書など)をご覧になり、オプションボードに添がされている 
Global Array Manager を使用して間題がないことを磕認した上で使用してください。 


本文中の記号について 

本文中では次の3種類の記号を使用しています。それぞれの意□ホを示します。 



ユーティリティや装置を取り扱う上で守5なければな5ない事柄や特にま意をずべき点 
を示します。 



チェック 


ユーティリティや装置を取り扱う上で確認をしておく必要びある点を示します。 



ヒント 


知っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 
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ソフトウェア使用条件 


添付の CD - ROM 内のソフトウエアを使用するにあたって、添付のソフトウエアのご使用条件をお 
読みになり、その内容についてご磕認ならびにご承諾ください。 


ユーザーヴポートについて 

ソフトウエアに関する不明点や間い合わせは別冊の r ユーザーズガイド」に記載されている保守サー 
ビスセンターへご連絡ください。また、インターネットを使った情報サービスも行っておりますの 
でご利用ください。 


http://express58Q0.com/ 

に8番街』：製品情報、 Q & A など最新 Express 情報満載！ 


http://www.fielclin 呂 .co.Jp/ 

NEC フイールデイング(術ホームぺージ：メンテナンス、ソリューシヨン、用品、施設工事などの 
情報をご紹介しています。 
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概要 
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Global Array Manager 似下 「 GAM 」 と呼ぶ)は、 Mylex ディスクアレイコント□-ラ似下「アレイ 
コント□ーラ」と呼ぶ）とそのアレイコント□ーラが制御しているディスクアレイシステムのコン 
フィグレーシヨン、イニシャライズ、管理、モニタリング、メンテナンスを行うためのクライアン 
卜/サーバアプリケーシヨンです。 

GAM は、 Express 5800シリーズ上で動作する GAM Server と、管理〕ンピユータ上で動作する 
GAM Client から構成されます。 


GAM Server :アレイコント日ーラを取り付けている Express 5800シリーズ上で動作し、 
GAM Client からの管理を実現します 。 GAM Server には Express 5800シ 
リーズ本体にインストールされている OS に合わせて 「Windows 2000版」と 
「Windows NT 版」があります。 

GAM Client : GUI により 、 GAM Server が動作している Express 5800シリーズ上のアレイ 
コント□ーラを□一カルまたはネ、ソトワーク経由で管理コンピュータ 
(Windows 2000 、 Windows 95/98/ Me 、 または Windows NT 4 .0) から管 
理します。 


ヒント 


インストールについては、ユーザーズガイド、またはオンラインドキュメントを参照してくださ 
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主な機能について 


GAM には 3 つの機能があります。 

参コンフィグレーション機能 

ディスクアレイの設を（コンフィグレーション)や再コンフィグレーションを RAID Assist を使つ 
て容易に行うことができます。 

• モニタリング機能 

GAM Server は、ディスクアレイの状況および資源の利用状況についての情報を収集して、 
GAM Client に通知します。 

GAM Client は、これらの情報を監視（モニタリング）し、その内容をグラフィカルに表示しま 
す。 

イベントやエラーは□グとしてまめられたファイルに登録されます。また、 ESMPRO と連携す 
ることで通報を行うこともできます。 

• メンテナンス機能 

GAM Client は、ディスクアレイシステムを GUI で管理、メンテナンスします。動作中のディス 
クアレイから八ードディスクを取り外す（八ードディスクの切り離しあるいはオフライン）、 
八ードディスクのリビルド、ホットスペアの選択、ディスクアレイの初期化などを行うことが 
できます。 


GAM Server は、 GAM Client から指示された命令を実行します。 
上記機能の詳細について続いて説明します。 
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ン機能 


コンフィグレーションに関する機能は、次のようなものがあります。 


a GAM Client か5コンフィグレーシヨンをするには、対象となる GAM Server を定義しにの後の 
「GAM Server の定義」を参照 )、 GAM Server へのサインオン(次ぺージの 「GAM Server へのサ 
インオン」を参照)をする必要びありまず。 


GAM Server の定義 


GAM Client から管理する GAM Server の定:義は、次のようにして [Define Server Groups] ダイア 
□グボックスから行います。 

7 [Define Server Groups ] ダイア□グボックスを開く。 

Administration メニューの [Define Server Groups] を選択することで、 [Define Server 
Groups] ダイア□グボックスを開きます。 


[Define Server Groups ] ダイアログボックスは 、 GAM Server がを義されていないとき 
^0 は 、 GAM Client を起動すると自動的に表示されます。 

ヒント 
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[Server Groups ] と [ Servers ] を定 

te すな。 


[Define Server Groups] ダイア□グ 
ボックスの [Server Groups] と 
に ervers] を夕のようじを義します。 



[server Groups] 
[servers]. 


GAM Server の グループさ） 

に erver Groups] のメンバとして登録する GAM Server 
のホストをまたは IP アドレス 
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GAM Server へのサインオン 


定義した GAM Server へのサインオンは、次のようにして行います。 

> サーバを選択する。 


に erver Groups ] をメインウィンドウのサーバ選択ボックスで選択します。 

[Global Status View ] ウィンドウじ [Server Groups ] のメンバとしてを義された GAM 
Server がアイコン表示されます。 


直!悼1 'Plllul 錯1 度>1 础を ||A"Sewe。 ゴ —j] DAC3S0PDU jJ ； . . ! 


133.25己255.6 | . . .. 

■1=1 ! DACs(1)1 

圍 

口 NT 

T— da 。 四 1 


〇 1-148 4 133.255.255 

0 1-13 4 巧 3 .巧 5.2 巧 

0 1-13 4 1巧.2巧.2祝 

〇 1-13 4 133.255.255 

〇 1.13 4 133.255.255 

0 1-390 4 133.255.255 

〇 1-384 4 133.255.255 

iJ 

1 Tue Jul 2310:24:381997 ctl ； 0 logdrv ： 0 A new logical drive has been created. 6 07/29/97 14:23:27 ’ ••ザ—！ 

1 Tue Jul 2310:24:381937 cth 0 chn：1 tgt ： 5 A new physical device has been found. 5 07, 巧巧 7 化 2 正が ；:‘ i ' ， 

1 Tue Jul 2$ 10:24:3819$7 ctl ： 0 chn：1 tgt ： 4 A new physical device has been found. 4 07 は 9 巧 7 ル 23: 巧 .• ■ I 

1 Tue Jul 29の:が:321997 がけか n:1 卿: 7 A new physical device has be»n found. 3 07 な 9,97 ル 23: 巧 '； 

1 Tue Jul 2910:24:321997 が 1:0 chn: むが: 7 A new physical device has been found 2 07/29/97 14:23:22 ,1 j 

1 Tue Jul 2910:24:321997 が kO Controller is found. t 07/29/97 W ： 23：21 { | 

.1 Tue Jul 2910:23:151997 GAM Server Software Started Successfully. 0 07,2W 诉 l+:2 丈。 ' 
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GAM Server と GAM Client の接続が切断されると、 GAM Client の Controller View を表 
示したまま、次のエラーメッセージを表示します。サーバが起動していることを確認 
して、再度 GAM Server に Sign On してくださし、。 

"Error while connecting server x . x . x.x Check the server connection and restart 
the command " 


之 [Global Status View ] ウインドウに表示された GAM Server のアイコンをダブルク 
リックする。 


に ign On ] ダイア□グボックスが表示されます。 


〇 サインオンする。 

ユーザーを、パスワードを入力してサ 
インオンします。 
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• GAM の管理者としてサインオンずるときは、ル文字で r 呂 amroot 」 と入力してく 
ださい。 

• 2 つの GAM Client か5同じ GAM Server に対して同時に「 呂 amroot 」 ユーザ ー 
でサインオンしないで<ださい。 
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サインオンが次のメッセージでエラーになるとき はュー ザー名とパスワードを確認し 
てくださし、。が応する GAM Server のシステムに GAM の管埋者用アカウントである 
「 gamroot 」 が未登録の場合もこのメッセージが表示されます。 「 gamroot 」 未登録の場合 
はオンラインドキュメント!" Global Array Manager Server(Windows 2000 /Windows 
NT 版)インストレーションガイドの「環境設を」で説明している 「 GAM の管埋者用ァカウ 
ント gamroot の登録」に従って gamroo 口ーザーを登録してくださし、。 

"Invalid user name or password , Try again ..." 


ディスクアレイのコンフイグレーシヨン (RAID Assist) 


「RAID Assist 」 を使って容易にディスクアレイのコンフィグレーションができます。 
[ Administration ] メニューの [Raid Assist ] を選択して 「RAID Assist 」 を実行してください。 



• 1つのアレイコント□—ラびサボートするディスクアレイの数は、最大で32個でず。1つの 
ディスクアレイを構成する A — ドディスクの台数は 、 Disk Array Controller によって異な 
りまず。 

• システムドライブの追カロ -削除-変更は RAID Assist を使用しますび、これ5の操作をしよ 
うとしているシステムドライブび動作している 0 S や RAID Assist のオプシヨンに xpand 
Array 」 の使用によってま意しなければな5ないことびありまず。詳しくは、9ぺージの「シス 
テムドライブの追加-削除に関する補足」を参照してください。 


RAID Assist には、次のようなコンフィグレーション方まがあります。 

• Automatic Configuration 

使用可能なすべての八ードディスクを使用し、最適な RAID に設定します。 

• Assisted Configuration 

対話形式で RAID を設定します。 

• Manual Configuration 

RAID の詳細な設ををします。スタンバイディスク（ホ、ソトスペア）を作成できます。 
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これらのコンフィグレーション方法には、次のようなオプションがあります。 

• New Configuration 

新たにコンフィグレーションを行うことができます。 



♦ アレイコント□—ラのコンフィグレーシヨン情報はクリアされます。ディスクアレイの 
データは保持されません。 

• Assist Confi 呂 uration を使って JBOD の新規作成を行う場合、サイズの指定び無視さ 
れて最大サイズで JBOD び作成されます。 JBOD のサイズを指定して新規に作成する場 
合は 、 Manual Confi 呂 uration を使用してください。 


• Add Logical Drive 

データを保持したまま、新たなディスクアレイやシステムドライブを追力□できます。 

• Expand Array (エクスパンドキャパシティと同義語です） 

データを保持したまま、ディスクアレイの容量を増やします。 



• Expand Array をする前に、対象となるシステムドライブのすべてのデータをバック 
アップして < ださい。 

• Expand Array の対象となるシステムドライブに巧して、整合性チェックを行いエラー 
びないことを確かめて ください。 

整合性チェックでエラーび検出されたとをは、そのシステムドライブを初期化後、バッ 
クアップしたデータをリストアしてか5もう一度、整合性チェックをしてください。 

• Windows 2000のダイナミックディスクが存在するパックに巧しては Expand Array 
を行わないでください。 
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• Expand Array の処理中は、システムの性能を低下させることがあります。 

• Expand Array の手順については Express Server Management Guide をご覧ください。 

Express Server Management Guide は Express 5800のホームぺージ『58番街』 （ http :// 
express 5800 . com /) に掲載されています。 


• Edit Configuration 

「Manual Configuration 」 で設定するときのみ選択できるオプションです。現在のコンフイグ 
レーション情報が表示され、各種パラメータを変更できます。 


Q 


• 本オプションを使用すると、ディスクアレイのデータは保持されません。 

• 「Manual Confi 呂 uration 」 の 「 Ed け Confi 呂 uration 」 を使用してディスクアレイを追加 
するとき、既存のディスクアレイに八ードディスクを追加ずると、すべてのシステムド 
ライブび壊れてデータび失われてしまいます。 

誤って既存のディスクアレイに八ードディスクを追加したときは、に anceU を選択し 
て 、 「Edit Confi 呂 uration 」 を一度終了させてください。 
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< 新規のディスクアレイへ八ードディスクを追加ずると既存のディスクアレイは壊れない > 



く既存のデイスクアレイへ八ードディスクを追加ずると既存のディスクアレイは壊れる> 



スキヤンデバイス (Scan device) 


ス羊ャンデバイスは、新たに追力□された八ードディスクや GAM が認識していない八ードディスク 
の檢出)を行うことができます。ス车ャンデバイスは、 [ Administration ] メニューのに can Devices ] 
を選択することで実行できます。 



アレイコント□ーラに八ードディスクを追加したり取りがしたりしたときは、90秒 m 上時間をあ 
けてか5、その都度 |；Scan Devices ] を選択して、に ontroller View ] ウインドウのディスク表示 
を更新させてください。 


Scan device を実行すると、ハードディスクを搭載していないスロットにハードディスクが表示さ 
** れることがあります。この場合は再度 Scan Device を実行して正常な表示に戻してください。 


Global Array Manager / 











































































イニシャライズ ( Initialize ) 

システムドライブを初期化します。イニシャライズは、 [ Administration ] メニユーの [Initialize 
Logical Drives ] を選択すると実行できます。 


国 

ヒント 

1 

-般的なハードディスクのフォーマットとは異なります。 


因 

1 

1 

• 新たに作成したシステムドライブは、イニシャライズしなければなりません。 

• 操作を誤るとデータを破壊する可能性びあります。イニシャライズはを意して実施してくださ 
い。 


コンフィグレーション情報 

アレイコント□ー ラに記憶されているコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクへバック 
アップまたはリストアすることができます。 

ディスクアレイをコンフィグレーションしたときは、アレイコント□ーラの故障に備えて、コン 
フィグレーシヨン情報をバックアップしてください。 


a 「Mylex DAC コンフイグレーシヨンユーテイリテイ」を使用してバックアップしたコンフイグレー 
シ ヨ ン情報は、 GAM でノいックアップしたコンフイグレーシヨン情報と互換性びありません。 
Ito GAM でバックアップしたコンフイグレーシヨン情報は、 GAM だけで使用してください。 


• バックアップ 

[ File ] メニユーのに ave Configuration ] を選択します。 

• リストア 


[ File ] メニューの [Open Configuration ] を選択します。 


ユーザプリファレンス 

ユーザプリファレンスでは、モニタリング機能によりモニタリングされるイベントの□ギングの設 
定ができます。 

ユーザプリファレンスは、 [ Administration ] メニューのに ettings ] を選択すると現れるに ettings ] ダ 
イア□グボックスで行うことができます。 
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コント□ーラオプション 


コント□ーラオプションには、次のようなパラメータがあります。 

•「 Global 」 パラメータ 

リビルドと通常の AP からの I / O の割合を設ちします。 

• 「 SCSI 」 パラメータ 

データ転送レートなどを設定します。 

•「 startup 」 パラメータ 

ディスクスピンアツプなどを設定します。 


コント□—ラオプションの設定や変更は、 [ Administration ] メニューのに ontroller Options ] を選択 
すると現れるに ontmller Options ] ダイア□グボックスで行うことができます。 


コント□—ラオプシヨンの 設定 や 変 到ホ、 RAID をコンフイグレーシヨンする前に行ってください。 


システムドライブの追加-削除に関する補足 

システムドライブの追力□や削除をするときは、次の点についてを意してください。 


GAM Server(Windows 2000 版 / Windows NT 版)でシステムドライブを創日する場合 

システムドライブを作成後、 0 S でパーティションの痛保を行ってください。特に電源を 0 FF -0 N 
をする必要はありません。 



ヒント 


• システムドライブの削除、変更(削除後の追加)をしたときは、電源を OFF - ON してから、ディ 
スクアドミニストレータを起動し、新しいパーティシヨンを確保してください。 

• パーティシヨンの作成は Windows 2000の場合、「コンピユータの管埋」にある「記憶域」の「ディ 
スクの管埋」で行います。 WindwosNT の場合は「ディスクアドミニストレータ」で行います。 
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二夕 IJ ング機能 


GAM Server で収集された情報は、 GAM Client で監視（モニタリング)することができます。 
GAM Client は、グラフィックでこれらの情報を表示します。 

イベントや エラーは □グじ記録されます。 


イベント情報のモニタリング 

イベント情報は、 [Log Information Viewer ] ウィンドウに表示されます。 [Log Information 
Viewer ] ウィンドウは、 GAM Client を起動したときや GAM Server のアレイコント□ーラが横化さ 
れたときに表示されます。 

[Log Information Viewer ] ウィンドウには、サインオンしてから GAM Server と接続が切れるまで 
のすベてのイベントが日付順に表示されます。 


エラー情報のモニタリング 

整合性チェック（コンシステンシチェックにラーと SCSI エラーの2つのエラー情報をモニタリン 
グすることができます。これらのエラー情報は、忙「「〇「 Table ] ダイア□グボックスに表示されま 
す。 

[Error Table ] ダイア□グボックスは、 [ Views ] メニューの [Error Table ] を選択すると表示されま 
す。 

• 整合性チェックエラー 

整合性チェックエラーは、旧 ad 目 lock Table ] タブをクリックすることで磕認できます。表示 
される内容は次のとおりです。 

-八ードディスクの識別情報 
-システムドライブの番号 ( LUN ) 

— ブ□ック番号 
ーエラー橫化時刻 


ヒント 


N 8103-52/53、 N 8503-53 は未初期化状態のシステムドライブにがして整合性チエックを巧う 
ことができません。また、このディスクアレコントローラについては [Bad Block Table ] を参 
照できません。 














• SCSI エラー 

SCSI エラーは 、 [Request Sense Data ] タブをクリックすることで 5 隹認できます。表示される 
内容は次のとおりです。 

-八ードディスクの識別情報 
—センスに ense ) のメ、ソセージ 
- センスのデータ 
ーエラー橫化時刻 



ヒント 


• 表示されたエラー情報は、クリアしたり、任意のファイルへ保存したりすることができ 
ます。 

• ファイルからエラー情報を読み込んで表示できます。 

• Log Information Viewer の Request Sence Da ねなどの表示が止まっていない場合は [Error 
Table ] の Request Sence Da ねの Refresh ボタンをクリックしてもリフレシュされないこと 
があります。表示が止まってから再度、 [ Reflesh ] ボタンをクリックしてください。 


コント□ーラ情報のモニタリング 

コント□ーラ情報は、次の2通りの方法によつて磕認できます。 


• に ontroller View ] ウィンドウ 

[Global Status View ] ウィンドウのサーバアイコンをダブルクリ、ソクしてサインオンすると表 
示されます。表示される内容には次のようなものがあります。 

—アレイコント □ ーラのチヤネル番号 
- A - ドディスクのターゲット ID 
一 J \ ー ドディスク容量 

- 八ードディスクのタイプ 

- 八ードディスクのステータス 
-システムドライブの番号 ( LUN ) 

-システムドライブの容量 

- システムドライブの RAID レベル 

- システムドライブのステータス 
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• に ontroller Information ] ダイア□グボックス 


[ Administration ] メニューの [Display Controller Information ] を選択すると表示されます。表示 
される内容には次のようなちのがあります。 

- アレイコント□ーラのモデルを 
-番号 

- ファームウェアバージョン 

- 羊ヤッシュサイズ 
-パス番号 

- ス□ット番号 

-アレイコント□ーラに割り当てられた IRQ 

- チヤネルの数 

-接続している SCSI デバイスの数 
-接続しているシステムドライブの数 


J \- ドディスク情報のモニタリング 

八ードディスクの情報は、 [Device Information ] ダイア□グボックスに表示されます。 

[Device Information ] ダイア□グボックスは、に ontroller View ] ウィンドウのディスクアイコンを 
ダブルクリ、ソクすると表示されます。表示される内容には次のようなものがあります。 

-ベンダー(製造メーカを） 

ープ□ダクト識別 
—物理的な容量 
— ステータス 


システムドライブ情報のモニタリング 

システムドライブの情報は、 [Logical Drive Information ] ダイア□グボックスに表示されます。 
[Logical Drive Information ] ダイア□グボックスは、に ontroller View ] ウィンドウの [Logical 
Drive ] アイコンをダブルクリックすると表示されます。表示される内容には次のようなものがあり 
よ^ 〇 

- ドライブ番号 

- ステータス （オンライン、クリティカル、オフライン） 

- システムドライブの容量 
— J \ ー ドディスクの容量 





パフオーマンスのモニタリング 

パフオーマンスは、に tatistics View ] ウインドウじ表示されます 。 [Statistics View ] ウインドウ 
は、 [ Views ] メニユーのに tatistics View ] を選択すると表示されます。 

表示される内容は次のとおりです。 

-八ードディスクの動作状ミ兄を表すゲージグラフ 
-システムドライブの動作状況を表すゲージグラフ 
- ヒストリデータの巧れ線グラフ 


グラフ化するデータやグラフの属性、サンプリング間隔などを設をすることができます。 

ヒント _ 



[ A 日 ministration ] メニユーの [Advanced Functions ] (〇 [PerTormance Analysis ] は使用しな 
いでください。この機能のかわりに Windows NT のパフオーマンスモニタ機能などを使用してく 
ださい。 


プ□セスステータスのモニタリング 

ステータスをモニタリングできるプ□セスは、次の4つがあります。 

- イニシャライズ 

[ Views ] メニューの [Initialize Status ] を選択します。 

- リビルド 

[ Views ] 乂ニューの [Rebuild Status ] を選択します。 

-整合性 チて、 ソク 

[ Views ] メニューのに onsistency Check Status ] を選択します。 
— Expand Capacity 

[ Views ] メニューの作 xpand Capacity Status ] を選択します。 


プ□セスのステータスは、それぞれのダイア□グボックスに表示されます。 

ダイア□グボックスには、プ□セスの進行状況を表すゲージグラフが表示されます。 


^1 イニシャライズ、リビルド、整合性チェックは、ダイアログボックスからプロセスをキャンセルす 

ヒント し 。 
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メンテナンス機能 


GAM Server は、 GAM Client から指をされたメンテナンスを行います。 


整合性チ:!:ックに onsistency Check ) 

整合性チェックは、システムドライブの冗長データ（パリティ）が正常であるか調べます。正常でな 
かったときは、エラー情報が Error Table に記録され、データの整合性を修復することができます。 
整合性チェックは、に ontroller View ] ウィンドウの [Logical Drive ] アイコンをダブルクリ、ソクして 
表示される [Logical Drive Information ] ダイア□グボックスから行うことができます。 



ヒント 


• 整合性をチェックしているときは、システムの性能を低下させることがあります。 

• 整合性チェックのキャンセルは、 [ Views ] メニユーの [Consistency Check Status ] を選択して表 
示されるステータスダイアログボックスから巧うことができます。 

• 1 0 MB 程度の小容量のシステムドライブの整合性をチェックすると、 [ completed ] ダイアログ 
ボックスが表示されずに処理が終了することがあります ([Log Information Viewer ] へ [ started ] 
や [ finished ] のメッセージも出力されません)。 

• N 81 03-52/53. N 8503-53 は未初期化状態のシステムドライブには Consistency Check を実施 
することができません。 Consistency Check 実施前に Ini 川 aize を実施しておいてください。 

• 作成直後のシステムドライブやイニシャライズが完了していないシステムドライブでは、デー 
夕とパリティの整合性が不完全のため、コンシステンシチェックを行うと [Error Table ] に [Bad 
B 1 0 c k ] が登録されることがあります。コンシステンシチェックを実行するときはが象となるド 
ライブのイニシャライズが完了していることを確認してください。 


イニシャライズ ( Initialize ) 

[ Administration ] メニユーの [Initialize Logical Drives ] を選択することで、コンフィグレーシヨン時 
にイニシャライズしなかったシステムドライブをイニシャライズすることができます。 



ヒント 


イニシャライズのキャンセルは、 [ Views ] メニユーの [Initialize Status ] を選がして表示されるステー 
タスダイアログボックスから行うことができます。 













リビルド ( Rebuild ) 


システムドライブを構成している八ードディスクの1つが故障したときは、「リビルド ( Rebuild )」 
を行うことにより、故障した八ードディスクのデータを復元することができます。 



ヒント 


• リビルド中は、システムの性能を低下させることがあります。 

• リビルドのキャンセルは、 [ Views ] メニユーの [ Rebuilds ね tus ] を選択して表示されるステータ 
スダイアログボックスから行うことができます。 

リビルドのキャンセルは、キャンセルできなかったり、キャンセルされたにもかかわらず、ス 
テータスやディスクアイコンの表示が更新されないことがあります。このような場合は、 
GAM Client を再度起動し直してから、キャンセルされたことを確認してください。 


参手動リビルド(マニュアルリビルド) 


に ontroller View ] ウィンドウのディスクアイコンをダブルクリ、ソクして表示される [Disk De - 
vice Information ] ダイア□グボックスから手動でリビルドできます。 

• オー トリビルド 


アレイコント□ーラが自動的に行うリビルドには次の2つがあります。 


才ートリビルドは、キャンセルされることがあります （「rebuild was cancelled 」 のダイアログ 
Ittp ボックスが表示される）。このような場合は、手動リビルドでリビルドしてください。 

ヒント _ 


-スタンバイリビルド 

八ードディスクが故障したとき、設定されているスタンバイディスク（ホ、ソトスペア）へ 
データをリビルドします。 

- ホ、ソトスワップリビルド 

故障した八ードディスクに代わって巧換された八ードディスクへデータをリビルドしま 
す。 
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スタンバイディスク(ホットスペア ： Hot Spare ) の設定 


スタンバイディスクは、スタンパイリビルド実行時、故障した八ードディスクのデータをリビルド 
するための予備の八ードディスクです。スタンバイディスクは、次の2通りの方まで設をできま 
す。 


• コンフイグレーシヨン時 

[Manual Configuration ] の [New Configuration ] ダイア□グボックスの [Disk Arrays ] タブで設 
定できます。 

• 運用時 

[Controller View ] ウインドウで、新規またはコンフイグレーシヨンされていないホ使用の八一 
ドディスクのディスクアイコンをダブルクリ、ソクすると表示される [Disk Device Information ] 
ダイア□グボックスで設定できます。 


J \- ドディスクの接続 (Make Online ) • 切り離し (Make Offline ) 


八ードディスクの接続や切り離しは、に ontroller View ] ウィンドウで、ディスクアイコンをダブル 
クリ、ソクすると表示される [Disk Device Information ] ダイア□グボックスで行うことができます。 


アレイコント□ーラの保守 

[ Administration ] メニューの [Advanced Functions ] の [Flash utility ] は、アレイコント□—ラの保 
守用の機能です。 


IQ この機能はシステムに重大な影響をおよぼすおそれびあるため、使用しないでください。 










